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本事例集作成の背景

食品業界において、食品ロス削減や食品リサイクルを含むサステナビリティへの取り組みは以前から重要な事業課題・テーマの１つ

です。

これまで食品業界では、各企業それぞれが自社の取り組みを各種報告書やウェブサイト、ニュースリリースなどを通じて社会に対し

て、情報開示を行ってきました。このような情報開示の取り組みは上場企業だけでなく、非上場企業も含めて広がっており、エコアク

ション２１などに参加し、自社の取り組みをより詳細に発信（情報開示）していこうという企業も多く見られます。

近年、持続可能（サステナブル）な社会実現への意識が世界的に広がっており、企業が取り組む食品ロス削減等を含むサステナビリ

ティ活動が改めて評価される機運が従来以上に高まっています。今般、新たに有価証券報告書にサステナビリティ欄が新設されること

になりましたが、これもその一環です。

このような情勢を踏まえ、今後より多くの食品関連企業において食品ロス削減等の取り組み情報の開示を進めていただくことを目的

に、食品関連企業における食品ロス削減等の情報開示の事例集を整理いたしました。本分野における情報開示は、各企業がそれぞれの

考え方や得意分野などを活かし、開示方法や使用する媒体、見せ方なども工夫が凝らされており、多種多様なものとなっています。企

業規模にかかわらず、情報開示に積極的な事例もあります。多くのバリエーションをご覧いただくことで、さまざまな開示方法や見せ

方があることの気づきなど、これから情報開示を検討される企業の方々も含め、参考となることを願っております。また、参考資料と

して、投資家・アナリストのコメントも掲載しています。こちらは上場企業の方々のご参考になると考えております。

なお、このような機運は日本のみならず、海外も同様です。そこで日本とは環境が異なる部分もありますが、海外（米国・仏国）の

企業の情報開示の事例集も整理しました。

日本では多くの企業がかねてより食品ロス削減等に取り組んでおり、相当な努力のもと成果を出されています。このような努力をよ

り多くのステークホルダーに知っていただくためには、情報開示が必要不可欠ですので、本事例集をご参照いただき、自社の情報開示

の検討などにお役立ていただけますと幸いです。
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「食品ロス削減・食品リサイクル等の取り組みに係る情報開示事例集」の使い方・見方

【事例集の使用目的】
◎ 本事例集は、食品関連企業における「食品ロス削減や食品リサイクル推進等の取り組みに係る情報開示」の事例を収集・整理したもので
す。既に多くの企業様で食品ロス削減等に注力いただいていますが、今般有価証券報告書へのサステナビリティ関連記載項目の新設など、
環境貢献への注目度が高まっている背景を受け、食品関連企業様の今後の取り組みの一層の拡大や情報開示の際の参考としてお使いいただ
きたく考えております。なお、本事例集で取り扱う企業は上場企業に限定せず、上場・非上場を含めた事例をご紹介しています。

【事例集の使用方法】

◎ 本事例集では食品企業の食品ロス削減・食品リサイクル推進等に係る情報開示事例を広く取り上げる趣旨から、有価証券報告書のほか、
統合報告書やウェブサイト等の事例も掲載しています。より詳細な情報をご覧になりたい方は、URLを付記しておりますので、そちらをご
参照ください。

【企業の取り組みの類型】

◎ 本事例集では、企業の取り組みについて「食品ロス削減・発生抑制」「フードバンク／フードドライブ」「食品リサイクル」の3つに類
型化しています。

◎ また、2023年１月公布の改正「企業内容等の開示に関する内閣府令」において、有価証券報告書に「サステナビリティに関する考え方及
び取組」の記載欄が新設されることを踏まえ、「ガバナンス」「戦略」「リスク管理」「指標及び目標」における記載事例も掲載していま
す。（なお、改正前の旧様式での事例が含まれます点、ご留意ください。）

食品廃棄物の発生抑制としての製造・流通の合理化の取り組み（発注、製造工程の改善等）食品ロス削減・発生抑制

上記によってもなお発生する、未利用食品の活用の取り組み（フードバンク等への寄附、アップサイクル等）フードバンク／フードドライブ

食品循環資源の再生利用の取り組み（飼料化・メタン化、リサイクルループの構築等）食品リサイクル



主な情報開示媒体の種類と役割
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法定開示

有価証券報告書

当該期の経営実績の開示

投資家の投資判断に資するた
めの情報（当該期の事業活動、
経営数値）を伝えるもの

統合報告書

当該期の事業戦略・
価値創造プロセスの開示

組織（企業）の価値創造プロ
セス（財務資本から企業がい
かに価値を創造していくかの
プロセス）を伝えるもの

ウェブサイト

事業活動全般に関する開示

企業の取り組み全般やニュー
スリリース、リアルタイム情
報等、企業から発信する情報
全般を伝えるもの。

ESGレポート等

当該期の事業戦略・
価値創造プロセスの開示

企業の社会や環境に対する取
り組みの内容を伝えるもの。

＊サステナビリティレポート、
環境報告書（環境レポート）、
CSRレポート等を含む

各種報告書

任意開示

情報開示の主なターゲット

投資家 すべてのステークホルダー
（投資家・コミュニティ/地域社会・消費者等）

下図は、主な情報開示媒体の種類と役割、対象者などを整理したものです。
本事例集では、「有価証券報告書」「各種報告書」「ウェブサイト」の３つの媒体を用いた情報開示の事例を主に取

り上げます。
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事例集目次（企業名は五十音順）

ウェブサイト統合報告書、サステナビリ
ティレポート等

有価証券報告書
ページ企業名

指標と目標リスク管理戦略ガバナンス

P.8味の素株式会社

P.13キユーピー株式会社

P.19
株式会社東京カネカフー
ド

P.21株式会社ニッスイ

P.26
ハウス食品グループ本社
株式会社

P.30はごろもフーズ株式会社

P.34株式会社不二家

P.37プリマハム株式会社

P.42
明治ホールディングス
株式会社

P.47山崎製パン株式会社

食品製造業 （注）有価証券報告書は2024年1月時点の内容を踏まえ記載。

食

食食

食

食 リFB

食

食

食 リ 食 リ

食

食 リ

食 リ

食 FB

食

食 FB

食 リ

食 リ

食

食 リFB

食 リ

食

食 リ

食

食 リFB

食

食 リ

食 FB

食 リFB

食品ロス削減・発生抑制 （食品廃棄物の発生抑制としての製造・流通の合理化の取り組み（発注、製造工程の改善等））

食品リサイクル （食品循環資源の再生利用の取り組み（飼料化・メタン化、リサイクルループの構築等））

フードバンク/フードドライブ （上記によってもなお発生する、未利用食品の活用の取り組み（フードバンク等への寄附、アップサイクル等）

食

リ

FB

FB

FB

リ食
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事例集目次（企業名は五十音順）

ウェブサイト統合報告書、サステナビリ
ティレポート等

有価証券報告書
ページ企業名

指標と目標リスク管理戦略ガバナンス

P.52イオン株式会社

P.57
エイチ・ツー・オー
リテイリング株式会社

P.63株式会社静鉄ストア

P.67株式会社ローソン

流通業・小売業

外食業

（注）有価証券報告書は2024年1月時点の内容を踏まえ記載。

ウェブサイト統合報告書、サステナビリ
ティレポート等

有価証券報告書
ページ企業名

指標と目標リスク管理戦略ガバナンス

P.75
日本マクドナルドホール
ディングス株式会社

P.78株式会社ホテル松本楼

P.80株式会社リンガーハット

P.83ワタミ株式会社

食

食 リ 食 リ

食品ロス削減・発生抑制 （食品廃棄物の発生抑制としての製造・流通の合理化の取り組み（発注、製造工程の改善等））

食品リサイクル （食品循環資源の再生利用の取り組み（飼料化・メタン化、リサイクルループの構築等））

フードバンク/フードドライブ （上記によってもなお発生する、未利用食品の活用の取り組み（フードバンク等への寄附、アップサイクル等）

食

リ

FB

食

食

リ食

FB

食 リFB

食 リFB

食 FB

食 リFB

食 リ

食 リ

食 リFB

食 リFB

食 リ

食 リ

食 リ

食 リ

食 リ

食 リ

FB食



食品製造業
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サステナビリティレポート
（サステナビリティ活動の開示）

• リサイクル（バイオサイクル）のモデ
ル、事業を展開する各国市場ごとでの
フードロスの状況や低減の取り組み、
サプライチェーンにおける取り組みや
目標などを詳細に説明。

味の素株式会社（食品製造業）

8

企業の取り組みや開示の特徴
自社の戦略指標の構成要素に「フードロス削減」を採用。フードロス削減取り組みの進展が自社の企業
価値向上につながることが説明されている。加えて、各国市場ごとでの取り組み、サプライチェーンに
おける取り組みや目標などについても詳細に説明されている。

有価証券報告書
（当該期の経営実績の開示）

• 自社戦略指標の構成要素に「フードロ
ス削減」を採用。

• 「指標及び目標」において詳細な目標
等も含めて明示。

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• フードロス削減等、各テーマの詳細に
ついてはサステナビリティレポート等
を参照する形にしている。

• 一般消費者向けに、フードロス削減の
啓蒙用ページも提供している。

https://www.ajinomoto.co.jp/company/jp/i
r/library/securities.html

https://www.ajinomoto.co.jp/company/jp/a
ctivity/

食

https://www.ajinomoto.co.jp/company/jp/ir/libr
ary/databook.html

食食 リ



【有価証券報告書】

味の素株式会社 有価証券報告書‐第145期（2022/4/1 – 2023/3/31）

99

• 【戦略】自社の価値（経済価値・社会価値）を示す独自指標
（ASV指標)を設定。フードロス削減も要素項目の１つとされて
おり、フードロス削減の取り組みが自社の価値向上につなが
るストーリーが明示されている。

• 【指標及び目標】具体的な数値目標を定めるとともに、達成
状況についても開示している。

記載例のポイント

食

食



【統合報告書】

味の素株式会社 サステナビリティレポート2023

10

リ

食



【統合報告書】

味の素株式会社 サステナビリティレポート2023

11

食

食



【ウェブサイト】

味の素株式会社 ウェブサイト「ESG・サステナビリティ」

12

捨てたもんじゃない！Too Good to Waste
https://park.ajinomoto.co.jp/special/tgtw/

食
食

該当するサステナビリティ
レポートへの誘導

一般消費者向けにフードロス削減の啓蒙ページ
（「捨てたもんじゃない！Too Good to Waste」）を公開



キユーピー株式会社（食品製造業）
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企業の取り組みや開示の特徴
サステナビリティに向けた重点課題「資源の有効活用・循環」の取り組みテーマのひとつに「食品ロス
の削減・有効活用」を掲げており、「食品残渣削減」「野菜未利用部の有効活用」「商品廃棄の削減」
に注力した取り組みの内容を開示している。

有価証券報告書
（当該期の経営実績の開示）

• 「食品残渣削減」 「野菜未利用部の有
効活用」「商品廃棄の削減」の３項目
について、目標値を記載。

• 詳細情報については、ウェブサイトへ
のリンクを記載することで誘導。

統合報告書
（当該期の事業戦略・価値創造の開示）

• サステナビリティ活動の推進体制
• 食品ロスの削減・有効活用に向けた事

業戦略上の取り組みを説明。（例えば、
「食品残渣削減」、「野菜未利用部の
有効活用」、「商品廃棄の削減」に関
連する特許の保有状況など）

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• 食品ロス削減の取り組み内容に関する
詳細な説明（製造におけるロス削減、
商品/流通におけるロス削減、商品廃棄
の削減など）

• 食資源（食品残渣等）の再利用、有効
活用等の取り組みに関する詳細な説明
（バイオガス発電、食品未利用部
（キャベツ、じゃがいも）の有効活用、
卵の100％有効活用など）

https://www.kewpie.com/ir/library/report/ https://www.kewpie.com/ir/library/kewpie-report/ https://www.kewpie.com/sustainability/eco/

食 食 リ 食 リ



【有価証券報告書】

キユーピー株式会社 有価証券報告書‐第110期（2021/12/01‐2022/11/30）
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（中略）

• サステナビリティの詳細情報はWebサイトで閲覧でき
るよう該当ページのURLを記載。

• 【指標及び目標】食品残渣の削減率だけでなく、野菜
未利用部有効活用率という形で具体的な食品ロス削減
の取り組みを明示した上でそれぞれの目標値を示して
いる。

• サステナビリティ欄新設前の様式のため、ここでは
「ガバナンス」「戦略」「リスク管理」等の詳細につ
いては記載していないが、それらは別途、TCFD報告書
を作成し、ウェブ上で公開している。

記載例のポイント

食



【統合報告書】

キユーピー株式会社 キユーピーグル―プ統合報告書2023

15

食



【統合報告書】

キユーピー株式会社 キユーピーグル―プ統合報告書2023

16

リ

食



【ウェブサイト】

キユーピー株式会社 ウェブサイト「食品ロスの削減・有効活用」

17

食

リ



【ウェブサイト】

キユーピー株式会社 ウェブサイト「食品ロスの削減・有効活用」

18

食

リ



株式会社東京カネカフード（食品製造業）
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企業の取り組みや開示の特徴
環境経営方針の一環として、「食品廃棄物のリサイクル」や「原材料ロスの削減」の数値目標を設定し
ている。各活動の担当部署や進捗についても開示し、コミットする姿勢を示している。

環境経営レポート
（当該期の環境経営実績の開示）

• 「エコアクション21」（環境省が策定
した環境マネジメントシステム）を取
得。

• 環境経営方針を社⾧名で策定し、具体
的な取り組みとして「食品廃棄物のリ
サイクル」や「原材料ロスの削減」等
を明記。目標値も設定。

• さらに具体的な活動をテーマとして設
定し、担当部署、実施状況、結果を開
示。

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• 事業紹介の一部として「環境への取り
組み」を紹介。詳細は左記の環境経営
レポートへ誘導する。

https://tokyokanekafoods.co.jp/?page_id=424https://www.ea21.jp/list/pdfn/0003473.pdf

食 リFB
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食

リ

食 リ

食 リ

【環境経営レポート】

株式会社東京カネカフード 環境経営報告書



株式会社ニッスイ（食品製造業）

21

企業の取り組みや開示の特徴
⾧期ビジョン「Good Foods 2030」／中期経営計画「Good Foods Recipe1」において、サステナビリティ
の目標と実績の1つに「フードロス削減」を掲げており、「動植物残渣の廃棄量」と「製品廃棄量」を
指標としている。

有価証券報告書
（当該期の経営実績の開示）

• 「指標と目標」の欄にて 「フードロス
削減」に言及。

• 詳細な目標/実績については、ウェブサ
イトへのリンク誘導を行っている。

サステナビリティレポート2023
（サステナビリティ活動の開示）

• サプライチェーン全体を通したフード
ロス削減の構造を説明。

• 推進体制（フードロス部会）や「目標
と実績」、具体的な取り組み（商品寄
贈やアップサイクル等）についても説
明している。

• なお、ウェブサイトと記載内容は同一。

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• サプライチェーン全体を通したフード
ロス削減の構造を説明。

• 推進体制（フードロス部会）や「目標
と実績」、具体的な取り組み（商品寄
贈やアップサイクル等）についても説
明している。

• なお、サステナビリティレポートと記
載内容は同一。

https://www.nissui.co.jp/ir/ir_library/yuho.
html

https://nissui.disclosure.site/ja/themes/121 https://nissui.disclosure.site/ja

食 食 FB 食 FB



【有価証券報告書】

株式会社ニッスイ 有価証券報告書‐第108期（2022/4/1 – 2023/3/31）
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• 「指標及び目標」の構成要素として「フードロス」を
挙げている。

• フードロスの取り組み関する目標や実績等の詳細情報
は、ウェブサイトで閲覧できるよう該当ページのURL
を記載。

記載例のポイント

詳細なデータはウェブサイトにて公開

食



【統合報告書】【ウェブサイト】

株式会社ニッスイ サステナビリティレポート2023／ウェブサイト「フードロス」

23

食 食



24

食

FB

食

食

【統合報告書】【ウェブサイト】

株式会社ニッスイ サステナビリティレポート2023／ウェブサイト「フードロス」



25

FBFB

食

【統合報告書】【ウェブサイト】

株式会社ニッスイ サステナビリティレポート2023／ウェブサイト「フードロス」



ハウス食品グループ本社株式会社（食品製造業）

26

企業の取り組みや開示の特徴
循環型モデルの構築を掲げており、KPIに廃棄物等総排出量削減を設定している。
生産拠点における食品残渣発生抑制の取り組み、サプライチェーンにおける製品ロス等の削減に加え、
ウコン残渣のリサイクル、フードバンク支援などを行っている。

有価証券報告書
（当該期の経営実績の開示）

• 気候変動に対するリスクに対する主要
な対策の1つに、「フードロス削減」
「食品リサイクル」「フードバンクへ
の寄贈等」の取り組みを挙げている。

統合報告書
（当該期の事業戦略・価値創造の開示）

• 生産拠点における食品残渣発生抑制の
取り組みと、その実績を挙げている。

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• 生産工程での製品ロス削減、ウコン等
の残渣リサイクル、フードバンクへの
寄贈などの取り組みが説明されている。

https://housefoods-
group.com/ir/ir_library/report/

https://housefoods-
group.com/ir/ir_library/e_guide/

https://housefoods-group.com/csr/

食 食 リFB食 リFB



【有価証券報告書】

ハウス食品グループ本社株式会社 有価証券報告書‐第77期（2022/4/1 – 2023/3/31）

27

• 気候変動に対するリスクに対する主要な対策の1つに、
「フードロス削減」「食品リサイクル」「フードバン
クへの寄贈等」の取り組みを挙げている。

記載例のポイント

食 リFB



【統合報告書】

ハウス食品グループ本社株式会社 ハウス食品グループ統合報告書2023

28

食



【ウェブサイト】

ハウス食品グループ本社株式会社 ウェブサイト「生産・物流」「廃棄物の削減・リサイクルの推進」

29

リ食

FB



はごろもフーズ株式会社（食品製造業）

30

企業の取り組みや開示の特徴
サステナビリティ重点課題の１つに「食品ロス削減」が位置付けられている。食品ロス削減に関しては
７つの取り組み項目が挙げられており、それぞれに定性目標が設定されている。

有価証券報告書
（当該期の経営実績の開示）

• サステナビリティ重要課題の1つとして、
「食品ロス削減」を挙げている。

第94期株主の皆様へ
（株主報告書）

• 食品ロス削減の取り組みとして、賞味
期限への対応等に加えて、フードバン
クへの寄贈なども記載されている。

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• 食材を余さずに使い切る仕組みや食品
炉削減に関する取り組み例などを説明
している。

https://corp.hagoromofoods.co.jp/ja/ir/libr
ary/securities.html

https://corp.hagoromofoods.co.jp/ja/ir/library/re
port.html

https://corp.hagoromofoods.co.jp/ja/sustai
nability.html

食 FB 食食 FB



【有価証券報告書】

はごろもフーズ株式会社 有価証券報告書‐第94期（2022/4/1 – 2023/3/31）

31

食

FB • サステナビリティ重点課題の1つが「食品ロス削減」
であることが明示されており、その直下に具体的な対
応策が書かれているため、取り組みの全容が一見して
理解しやすい。

記載例のポイント



【株主報告書】

はごろもフーズ株式会社 第94期株主の皆様へ

32

食

FB



【ウェブサイト】

はごろもフーズ株式会社 ウェブサイト「サステナビリティ」

33

食 食



株式会社不二家（食品製造業）

34

企業の取り組みや開示の特徴
環境基本方針に「事業活動における省資源、省エネルギー、廃棄物の削減、リサイクルおよび環境汚染
物質排出量の削減」に取り組むことを明記。環境目標（CO₂排出量削減目標・食品リサイクル率目標)も
設定している。

有価証券報告書
（当該期の経営実績の開示）

• データ分析に基づいた製品ロス削減等
の施策について説明。

CSRレポート
（当該期の事業戦略・価値創造の開示）

• 食品リサイクル率の実績及び目標、リ
サイクルループ、食品ロス削減の取り
組み事例などについて紹介している。

https://www.fujiya-
peko.co.jp/company/ir/data/securities.html

https://www.fujiya-
peko.co.jp/company/about_fujiya/csr/

食 食 リ



【有価証券報告書】

株式会社不二家 有価証券報告書‐第128期（2022/1/1 – 2022/12/31）

35

• データ分析に基づいた製品ロス削減等の施策について
説明している。

記載例のポイント

食



【統合報告書】

株式会社不二家 CSR報告書2023

36

食

リ

リ

リ



プリマハム株式会社（食品製造業）

37

企業の取り組みや開示の特徴
グループのマテリアリティ（重点課題）の１つに「廃棄物排出量の削減」を掲げており、「リサイクル
率（食品廃棄物）98%」を目標・KPIとしている。

有価証券報告書
（当該期の経営実績の開示）

• サステナビリティ課題と気候変動、人
的資本に対する考え方を説明。

• マテリアリティの一つとして「廃棄物
排出量の削減」を掲げ、目標・KPIと当
該期の進捗実績を記載。

統合報告書
（当該期の価値創造・事業概況の開示）

• 価値創造ストーリーを提示したうえで
経営計画、事業概況、サステナビリ
ティマネジメント等に関して説明。

• 価値創造のOUTCOMEの一つとして「食
品ロス削減」を掲げる。

• マテリアリティについては、有報と同
様、廃棄物排出量の削減」を示し、目
標・KPIと当該期の進捗実績を記載。

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• 有報や統合報告書では詳説されていな
かった、サステナビリティ基本方針等
の各種方針、マテリアリティ特定のプ
ロセスを説明。

• 「食品廃棄物の削減」に向けた具体的
な取り組みとして、生産工程の改善、
食品廃棄物の減量化、リサイクル、賞
味期限の延⾧等の活動を紹介。

https://www.primaham.co.jp/sustainability/https://www.primaham.co.jp/ir/library/attaches
/pdf/20230628_1.pdf

https://www.primaham.co.jp/assets/doc/comp
any/integratedreport/2023/prima_integratedre

port2023_all.pdf

食 リ 食 リ 食 リFB



38

（中略）

【有価証券報告書】

プリマハム株式会社 有価証券報告書‐第76期（2022/04/01‐2023/03/31）

• 【戦略】【指標と目標】廃棄物排出量の削減というマテリアリ
ティを掲げ、目標・KPIを示したうえで、進捗実績も開示。

• サステナビリティ欄だけでなく、研究開発活動においても食品
ロス削減に繋がる研究を実施したことを示している。

記載例のポイント

食

（中略）

食

リ

リ

（中略）
食



【統合報告書】

プリマハム株式会社 統合報告書2023

39

食



【統合報告書】

プリマハム株式会社 統合報告書2023

40

食

リ



【ウェブサイト】

プリマハム株式会社 ウェブサイト「地球環境の保全に貢献する 廃棄物排出量の削減」

41

食

リ

リ
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明治ホールディングス株式会社（食品製造業）

42

企業の取り組みや開示の特徴
重要なサステナビリティ課題として「環境負荷の低減」を挙げ、そのリスクと機会の一つとして食品ロ
ス削減を説明。 「国内の食品事業における製品廃棄率」42％以上削減を指標（KPI）として設定。

有価証券報告書
（当該期の経営実績の開示）

• 重要なサステナビリティ課題として
「環境負荷の低減」を挙げ、そのリス
クと機会の一つとして食品ロス削減を
説明。

• 「国内の食品事業における製品廃棄率
の削減」を指標（KPI）として設定し、
当該期の進捗実績と来期の目標値を記
載。

統合報告書
（当該期の価値創造とそれに向けた取り

組み、経営計画進捗の開示）

• 価値創造プロセスを提示したうえで経
営計画、価値創造を支える取り組み、
財務・非財務パフォーマンス等に関し
て説明。

• CEOメッセージの中で、サステナビリ
ティ活動の例として食品ロス削減に言
及。

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• ESGに関する定量的データを検索できる
ように索引を用意。

• 「食品廃棄物の削減」に向けた具体的
な取り組みを紹介。

• サステナビリティに関する方針・活動
をWeb記事や動画の形式で親しみやす
く紹介。

https://www.meiji.com/sustainability/https://www.meiji.com/pdf/investor/library/sec
urities-securities_2023_04.pdf

https://www.meiji.com/pdf/investor/library/int
egratedreports-

integrated_reports_2023_ja_all_print.pdf

食食 食 リFB
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【有価証券報告書】

明治ホールディングス株式会社 有価証券報告書‐第14期（2022/04/01‐2023/03/31）

• 【戦略】食品ロス削減をマイナスリスクへの対応として捉える
だけではなく、食品ロス削減に貢献することが企業イメージ向
上等ポジティブな影響を持つ者と整理したうえで、取り組みを
設定している。

• サステナビリティ欄だけでなく、研究開発活動においても食品
ロス削減に繋がる研究を実施したことを示している。

記載例のポイント

（中略）

（中略）

食

（中略）

食

食



【統合報告書】

明治ホールディングス株式会社 統合報告書 2023

44

（中略）

食

（中略）

食



【ウェブサイト】

明治ホールディングス株式会社 ウェブサイト「サステナビリティ」

45

食 リ
FB

https://www.meiji.com/sustainability/. 



46

（中略）

食

食

【ウェブサイト】

明治ホールディングス株式会社 ウェブサイト「サステナビリティ」

https://www.meiji.com/sustainability/. 



山崎製パン株式会社（食品製造業）

47

企業の取り組みや開示の特徴
貴重な食料資源をムダなく利用するために、食品ロスを発生させないことを第一に取り組んでいるとし、
そのうえで、製品づくりの過程で生じる"食パンの耳”といった食品副産物も貴重な資源と考えていると
している。

ESGレポート
（当該期のESG戦略開示）

• サプライチェーン全体を通したフード
ロス削減の取り組み全般について、前
者での体制や各種取り組みを詳細に説
明。

• リサイクルループやフードバンクへの
寄贈についても説明している。

• なお、ウェブサイトと記載内容は同一。

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• サプライチェーン全体を通したフード
ロス削減の取り組み全般について、前
者での体制や各種取り組みを詳細に説
明。

• リサイクルループやフードバンクへの
寄贈についても説明している。

• なお、ESGレポートと記載内容は同一。

https://www.yamazakipan.co.jp/ir/ir-library/esg/ https://www.yamazakipan.co.jp/shakai/kan
kyou/03.html

食 リFB 食 リFB
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食

リ

食

リ

【統合報告書】【ウェブサイト】

山崎製パン株式会社 ESGレポート2023 ／ウェブサイト「循環型社会の形成、廃棄物の削減」



【統合報告書】【ウェブサイト】

山崎製パン株式会社 ESGレポート2023 ／ウェブサイト「循環型社会の形成、廃棄物の削減」

49

食 食



【統合報告書】【ウェブサイト】

山崎製パン株式会社 ESGレポート2023 ／ウェブサイト「循環型社会の形成、廃棄物の削減」

50

食
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リ



流通業・小売業

51



イオン株式会社（流通業・小売業）

52

企業の取り組みや開示の特徴
サステナビリティ基本方針において環境面の重点課題の１つに「資源循環の促進」を揚げており、2025
年までに食品廃棄物を半減させることを目標としている。さらに廃棄物を単に廃棄するのではなく資源
として活用できるよう「食品資源循環モデル」の構築にも取り組む。

有価証券報告書
（当該期の経営実績の開示）

• 適切な価格を提示して廃棄による食品
ロスを削減する「AIカカク」の導入な
どを通じて、ＧＭＳ事業やＳＭ事業の
実店舗におけるデジタルシフトを進化
させており、これらの活動が損益改善
の一助となっている点を説明。

イオンレポート
（サステナビリティ活動の内容等開示）

• 資源循環（食品廃棄物削減）に向けた
取り組み内容を網羅的に説明。

• 店舗での取り組み、サプライチェーン
での取り組み、食品リサイクルループ
の構築、お客様との取り組みなどに加
え、KPIなども総合的に確認できる形に
なっている。

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• 2025年までに食品廃棄物を半減。さら
に廃棄物を単に廃棄するのではなく資
源として活用できるよう「食品資源循
環モデル」の構築にも取り組んでいる
ことを表明。

• 取り組みをReduce（へらす）、Reuse 
（再利用）、Recycle（再生利用）の3つ
に分類し、全体像を説明。

https://www.aeon.info/sustainability/haikibutsu/https://www.aeon.info/ir/library/security-report/ https://www.aeon.info/ir/library/aeon-report/

食 食 リFB 食 リ



53

• 新しいテクノロジー（AI）の導入による食品ロス（販
売ロス）削減の取り組みについて説明がなされている。

記載例のポイント

【有価証券報告書】

イオン株式会社 有価証券報告書‐第98期（2022/03/01‐2023/02/28）

食



【統合報告書】

イオン株式会社 AEON REPORT（統合レポート)2023

54
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【統合報告書】

イオン株式会社 AEON REPORT（統合レポート)2023

55

食
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【ウェブサイト】

イオン株式会社 ウェブサイト「イオングループ食品廃棄物削減目標」

56

食
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エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社（流通業・小売業）

57

企業の取り組みや開示の特徴
経営における基本テーマに「お客様・ステークホルダーからの「信頼」に応える」ことを挙げており、
具体的な取り組みの1つに環境対策の推進として、フードロス低減を挙げている。また、「食品リサイ
クル率」をKPIに設定している。

有価証券報告書
（当該期の経営実績の開示）

• 自社のサステナビリティ経営において、
フードロス提言等の環境マネジメント
を推進することを説明。

• 食品リサイクル率の目標値も明示。

統合レポート
（当該期の事業戦略・価値創造の開示）

• 地域密着型の自社の事業ドメインや、
その上での具体的な取り組みなど、サ
ステナビリティ活動の推進体制を構造
的に説明。

• 地域を巻き込んでの食品廃棄ゼロルー
プ化運動などがわかりやすく開示され
ている。

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• 食品廃棄物のリサイクルや環境対策推
進プロジェクトの説明

https://www.h2o-
retailing.co.jp/ja/ir/library/securities.html

https://www.h2o-
retailing.co.jp/ja/ir/library/report.html

https://www.h2o-
retailing.co.jp/ja/sustainability.html

食 リFB食 リ 食 リ



【有価証券報告書】

エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 有価証券報告書‐第104期（2022/4/1 – 2023/3/31）

58

• サステナビリティ経営におけるフードロス低減等の取
り組みの位置付けなどを説明。

• 目標（食品リサイクル率）も開示している。

記載例のポイント

食

リ



【統合報告書】

エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 統合レポート2023

59

食

リ
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リ

【統合報告書】

エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 統合レポート2023



61

食 リ

【統合報告書】

エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 統合レポート2023



【ウェブサイト】

エイチ・ツー・オー リテイリング株式会社 ウェブサイト「サステナビリティ」

62

食

リ

https://www.h2o-retailing.co.jp/ja/sustainability/theme-04.html. 



株式会社静鉄ストア（流通業・小売業）

63

企業の取り組みや開示の特徴
「エコアクション21」の認証にあたって、食品ロスを2022年度に対2013年度比で48％削減することを目
標に掲げる。また、重点取組事項として「廃棄物排出量削減」「フードバンク推進」を明記。

サスティナビリティレポート
（当該期の価値創造・事業概況の開示）

• 価値創造ストーリーを提示したうえで
経営計画、事業概況、サステナビリ
ティマネジメント等に関して説明。

• 価値創造のOUTCOMEの一つとして「食
品ロス削減」を掲げる。

• マテリアリティについては、有報と同
様、廃棄物排出量の削減」を示し、目
標・KPIと当該期の進捗実績を記載。

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• 有報や統合報告書では詳説されていな
かった、サステナビリティ基本方針等
の各種方針、マテリアリティ特定のプ
ロセスを説明。

• 「食品廃棄物の削減」に向けた具体的
な取り組みとして、生産工程の改善、
食品廃棄物の減量化、リサイクル、賞
味期限の延⾧等の活動を紹介。

https://www.s-store.co.jp/sustainable/http://s-
store.webcatalog.jp/sustainabilityreport22

食 リFB食 リFB



【サスティナビリティレポート】

株式会社静鉄ストア サスティナビリティレポート2022

64

食

FB 食 リ



65

食

リ

【サスティナビリティレポート】

株式会社静鉄ストア サスティナビリティレポート2022
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【ウェブサイト】

株式会社静鉄ストア ウェブサイト「しずてつストア SDGs」
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株式会社ローソン（流通業・小売業）

67

企業の取り組みや開示の特徴
Lawson Blue Challenge 2050を掲げており、「CO2削減」「食品ロス削減」「プラスチック削減」の3項目
について目標（KPI）も策定している。取り組み内容についてもウェブサイトを中心に詳細に紹介されて
いる。

有価証券報告書
（当該期の経営実績の開示）

• 食品ロス削減目標を示すとともに、発
生してしまった余剰商品への具体的な
対策、新しい試み等についても説明し
ている。

統合報告書
（当該期の事業戦略・価値創造の開示）

• グループ全体での環境への取り組み目
標を示していることに加え、推進体制
や具体的な取り組みなどについて詳細
に説明している。

• 「サプライチェーンの最適化と食品ロ
ス削減の両立」の取り組みを説明して
おり、企業価値向上につながる取り組
みである点も説明されている。

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• 発生抑制（リデュース）、再利用（リ
ユース）、再生利用（リサイクル）の
各区分での取り組みを詳細に説明して
いる。

https://www.lawson.co.jp/company/ir/libra
ry/edinet/

https://www.lawson.co.jp/company/ir/library/an
nual_report/

https://www.lawson.co.jp/company/activity
/

食 FB食 FB 食 リFB



【有価証券報告書】

株式会社ローソン 有価証券報告書‐第48期（2022/3/1 – 2023/2/28）

68

• 目標（KPI)が示されている。
• 発生してしまう余剰品について、同社ならではの食品

ロス削減の取り組みが示されている。

記載例のポイント

食
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【統合報告書】

株式会社ローソン 統合報告書2023
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【統合報告書】

株式会社ローソン 統合報告書2023
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【統合報告書】

株式会社ローソン 統合報告書2023
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【ウェブサイト】

株式会社ローソン ウェブサイト「地球環境保全の取り組み」
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【ウェブサイト】

株式会社ローソン ウェブサイト「地球環境保全の取り組み」
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外食業

74



日本マクドナルドホールディングス株式会社（外食業）

75

企業の取り組みや開示の特徴
重点的に取り組む4つの領域として、「安心でおいしいお食事を」「地球環境のために」「地域の仲間
にサポートを」「働きがいをすべての人に」を挙げており、「地球環境のために」における取り組み項
目として食品ロス削減や食品リサイクル活動を実施している。

サステナビリティレポート
（当該期の事業戦略・価値創造の開示）

• KPIに対する実績値等を中心に、サステ
ナビリティ活動の取り組みが説明され
ている。

• 食品ロス削減や食品リサイクル推進の
取り組みについても実績値がわかりや
すく併記されている。

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• 食品ロス削減や食品リサイクル削減の
取り組み内容について、わかりやすく
説明されている。

https://www.mcdonalds.co.jp/sustainability/sust
ainability_report/

https://www.mcd-holdings.co.jp/esg/

食 リ 食 リ



【統合報告書】

日本マクドナルドホールディングス株式会社 統合報告書2023
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【ウェブサイト】

日本マクドナルドホールディングス株式会社 ウェブサイト「地球環境のために」
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株式会社ホテル松本楼（外食業）

78

企業の取り組みや開示の特徴
社⾧名で示す環境経営方針に「食品ロス削減」を明記。具体的な取り組みについては、月単位の行動計
画を作成・開示することで、実効性を持たせようとしている。

環境経営報告書
（当該期の環境経営実績の開示）

• 「エコアクション21」（環境省が策定
した環境マネジメントシステム）を取
得。

• 環境経営方針を社⾧名で策定。
• さらに具体的な活動項目として「お客

様一人当たりの食品廃棄物の削減」
「食品廃棄物の再利用率の向上」設定。
また、月単位の行動計画を設定。

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• ホテルの魅力の一環として、左記エコ
アクション21の認定を受けていること
をアピール。

https://www.matsumotoro.com/charm/https://www.ea21.jp/list/pdfn/0013562.pdf

食 リ
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（中略）

食 リ

食 リ

食 リ

食

【環境経営報告書】

株式会社ホテル松本楼 環境経営報告書

（中略）
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【ウェブサイト】

株式会社ホテル松本楼 ウェブサイト「松本楼の魅力」

食 リ



株式会社リンガーハット（外食業）

81

企業の取り組みや開示の特徴
同社の価値共創モデルにおいて、環境保全はサステナブルな社会を構築する上での重要な要素として挙
げられており、その具体的な活動として食品ロス削減や食品リサイクル、こども食堂支援等の取り組み
が示されている。

有価証券報告書
（当該期の経営実績の開示）

• 一部店舗において、食品ロス削減のプ
ロジェクトへの参加により、取り組み
を開始したことを説明している。

コーポレートレポート
（当該期の事業戦略・価値創造の開示）

• サステナビリティ活動の推進体制
• 食品ロスの削減・有効活用に向けた事

業戦略上の取り組みを説明。（例えば、
「食品残さ削減」、「野菜未利用部の
有効活用」、「商品廃棄の削減」に関
連する特許の保有状況など）

https://www.ringerhut.co.jp/ir/release/secu
rities.php

https://www.ringerhut.co.jp/csr/csr/

食 食 リFB



【有価証券報告書】

株式会社リンガーハット 有価証券報告書‐第59期（2022/3/1 – 2023/2/28）
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• 食品廃棄プロジェクトへの参加など、取り組みを開始
していることを説明。

記載例のポイント

食



【コーポレートレポート】

株式会社リンガーハット コーポレートレポート2023
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ワタミ株式会社（外食業）

84

企業の取り組みや開示の特徴
グループのマテリアリティ（重点課題）の１つに「食品廃棄ゼロの実現」を掲げており、「食品ロスゼ
ロ・リサイクル100%」を最終目標としている。各媒体では個々の取り組みが詳細に説明されている。

有価証券報告書
（当該期の経営実績の開示）

• サステナビリティ（ESG）対応に関する
推進体制（管理体制）の説明

• 食品廃棄ゼロの実現に向けた取り組み
の内容（タスクフォースチーム）や目
標値（KPI）を記載。

環境レポート
（当該期の環境貢献・SDGs活動の開示）

• 再生可能エネルギーを利用した循環型
６次産業「ワタミモデル」を基軸に、
環境貢献に関する活動全般を説明。

• 「食品ロスゼロ・リサイクル100%」タ
スクフォースの活動内容（目標・計
画・課題、チームリーダー紹介など）
を説明。

ウェブサイト
（事業活動全般に関する開示）

• 食品ロスゼロ・リサイクル100%に向け
た具体的な取り組み事例に関する説明
（農林水産大臣ならびに環境大臣から
認定された「再生利用事業計画（食品
リサイクル・ループ）」など）

https://www.watami.co.jp/csr/https://www.watami.co.jp/ir/library/security.html https://www.watami.co.jp/csr/

食 リ 食 リ 食 リ
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（中略）

（中略）

（中略）

【有価証券報告書】

ワタミ株式会社 有価証券報告書‐第37期（2022/04/01‐2023/03/31）

• 【戦略】循環型社会実現に向けた具体的なストーリーが示され
ている。

• 【戦略】マテリアリティに「食品廃棄ゼロの実現」を挙げてお
り、自社グループにおけるリサイクルループの構築、食品ロス
削減に加え、取引先や消費者との協働による排出量削減の取り
組み（Scope3）にも言及している。

• 【指標及び目標】2030年までに食品ロスゼロ食品リサイクル
100％とする指標を掲げている。

記載例のポイント
食 リ

食 リ

食 リ



【統合報告書】

ワタミ株式会社 WATAMI SUSTAINABLE REPORT 2023
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【統合報告書】

ワタミ株式会社 WATAMI SUSTAINABLE REPORT 2023
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【統合報告書】

ワタミ株式会社 WATAMI SUSTAINABLE REPORT 2023
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【ウェブサイト】

ワタミ株式会社 ウェブサイト「サステナビリティ」
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参考資料
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【参考】食品ロス削減、食品リサイクル推進等の記述に対する投資家・アナリストのコメント

 食品ロス削減の社会課題としての重要性は認識している。その上で投資家視点としては企業が食品ロス削減を通

じてコストをどの程度削減しているのか、あるいは社会貢献等を通じてブランド価値をどのように向上している

かという経営戦略の部分が最も注目するポイント。

 食品ロス削減という点では、それがコスト削減につながっていくのか、あるいは社会の目線が厳しい中でフード

バンク支援等によってブランド価値向上をいかに引き上げていくか、というような目線が重要。

 食品ロス削減そのものではなく、それが企業価値にどう波及していくかが重要。コスト削減やGHG排出量がいか

に削減されたかという点なども、これがカーボンプライシングに反映され、企業の将来的なコスト削減につなが

るという観点から「食品ロス削減が企業価値向上につながる」ということがメッセージとして資本市場に訴求し

ていくのであれば一定の効果はある。

 投資家の判断に資する重要情報であるということを考えると、企業価値向上との因果性が重要。食品ロス削減と

いうテーマ単体で捉えるのではなく、因果パスの観点から、因果性（それが企業価値にとって、どの程度重要性

を帯びているのか）を明らかにし、それがどういった経路で企業価値に反映すると考えているのかの記述があれ

ば良い。その際、必ずしも数値目標が書いていなければいけないということではなく、それの関連付けが重要な

ので、定量・定性のバランスが重要。

 企業が様々な形で開示媒体を発行する中で、投資家が全ての媒体に目を通す、網羅的に補足するということは現

実的に難しい。多くの投資家、特に長期投資家が見るのは、法定開示である有価証券報告書、任意開示である統

合報告書が中心となるため、有価証券報告書に情報が記載されていることは有用。

 重要な情報が集約されている有価証券報告書に、財務・非財務の情報が両方載っているということは投資家に

とって非常に有意義。こういった情報がコンパクトに載っていることによってファイナンスの良い機会にもなる。
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【参考】日本の有価証券報告書におけるサステナビリティ欄新設の概観

2023年1月31日付けで企業内容等の開示に関する内閣府令が改正・施行され、2023年3月31日以後に終了する事業
年度に係る有価証券報告書等に「サステナビリティに関する考え方及び取組」の記載欄が新設されました。

（出所）第７回金融庁金融審議会ディスクロージャーワーキング・グループ事務局資料
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【参考】我が国におけるサステナビリティ開示のロードマップ（ 2022年12月公表）

日米欧でサステナビリティ関連の情報開示の拡充が進められています。

（出所）第７回金融庁金融審議会ディスクロージャーワーキング・グループ事務局資料



日欧米のサステナビリティ開示義務化の状況

日米欧におけるサステナビリティ開示義務化の状況比較です。

94

欧州米国日本

• 欧州委員会（EC）は、上場企業
及び大企業に対し、サステナビ
リティ情報の開示を要求する企
業サステナビリティ報告指令案
（CSRD）を公表（2023会計年度
から適用開始予定）

• 開示項目は、欧州サステナビリ
ティ報告基準（ESRS）に基づく。

• ESRS草案の構成はTCFDおよび
ISSBが使用する4本の柱（ガバナ
ンス、戦略、リスク管理、指標
および目標）と整合する内容。

• ダブルマテリアリティの原則が
明確化。サステナビリティ関連
事項が企業の業績や財務状況に
与えるインパクトに加え、企業
活動が環境や社会に与えるイン
パクトについても要開示

• 米国証券取引委員会（SEC）が
2022年3月に気候変動開示案（公
開草案）を公表。

• 非財務情報・財務情報）それぞ
れについて開示事項を制定。

• 非財務情報開示はTCFDやGHGプ
ロトコルがベース。

• 財務情報開示は、気候関連事象
や移行活動が連結財務諸表へ与
えた金額の開示などを要求

• 一定要件を満たす企業には、
GHG排出量（Scope1,2）に関して
第三者保証を要求

• 2023年3月期に係る有価証券報告
書において、サステナビリティ
情報の記載欄が新設。

• 「ガバナンス」と「リスク管
理」は必須記載事。

• 「戦略」と「指標及び目標」に
ついて、重要性に応じて記載を
求める。

• GHG排出量について、各企業の
業態や経営環境等を踏まえた重
要性の判断を前提としつつ、
Scope１・Scope２のGHG排出量
について積極的な開示を期待。

• 今後、「重要性（マテリアリ
ティ）」の考え方を含めて、国
内外の動向も踏まえつつ、本原
則を改訂する予定。

義務化の状況

2024年1月1日以後に開始する事業年
度の該当企業から
適用される予定

2023年事業年度より
開始予定だったが、

現在延期中（調整中）
適用開始済み稼働状況

ダブルマテリアリティを重視財務への影響を数値化開示内容は企業判断に任せる特徴

進捗状況の違いはあるが、いずれもTCFD/ISSBの４つの柱（ガバナンス、戦略、リスク管理、指標および目標）が基
軸となっている。共通軸


